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要旨：　2011年 3月11日，東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故から12年余りが経過し，現在も発電
所内では廃炉作業が継続して行われている．その一環として汚染水の処理作業があり，敷地内のタンク（約
1,000基）に貯められている．この汚染水を多核種除去装置（ALPS）によってトリチウム以外の放射性物質を
国際基準以下に取り除いている．トリチウム水の総量は全タンク内の概算15gであるが水と一体となっている
ため，ALPSでは取り除けない．このトリチウム水を国際基準以下に希釈して2023年 8月24日より海水中へ放
出を行っている．
　トリチウムは自然界には100~130×1016ベクレル存在し，年間約 7×1016ベクレルが新たに生成されている．
生物内の蓄積や濃縮もなく，体内に取り込まれても速やかに排泄される．預託実効線量係数も生物学的影響が
大きい有機結合型トリチウム（Organically Bound Tritium: OBT）であっても4.2×10‒8ミリシーベルト /ベクレル
でセシウム137の1.3×10‒5ミリシーベルト /ベクレルの1/300以下と生物学的影響も小さい．
　またトリチウムは世界中の原子力発電所でも生成，海洋放出されている．福島第一原子力発電所から放出さ
れるトリチウムは2.2×1013ベクレル /年で，中国 4か所の原子力発電所から排出されている447兆ベクレル /年
とされ，福島第一原子力発電所の20倍以上，韓国 2箇所の発電所からは120兆ベクレル /年で 5倍以上の試算
となる．
　さらに風評被害を少なくするために，現在，第三者機関を入れたモニタリングシステムならびにその値の公
表手段として，包括的海域モニタリング閲覧システムによるデータの開示が行われている．本論文ではこのト
リチウム水の海洋投棄に関する考えや現状を広く示し，科学的根拠に基づいたデータを示し，誤った情報が広
まらないよう解説を行った．

キーワード：福島第一原子力発電所事故，処理水，トリチウム，海洋投棄，多核種処理装置

Abstract :　More than 12 years have passed since the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident caused by the 
Great East Japan Earthquake on March 11, 2011, and decommissioning work is still ongoing at the plant. As part of this 

（about 1,000 units） on the premises. Radioactive substances, 
other than tritium, are removed from this contaminated water by an advanced liquid processing system （ALPS） to levels 
below international standards. However, tritium cannot be removed by ALPS. This tritium water is diluted to levels below 
international standards and then released into seawater, as occurred on August 24, 2023.
Tritium exists in nature at an activity of 100－130×1016 becquerels, and about 7×1016 becquerels are newly produced 
annually. There is no accumulation or concentration in organisms, and even if tritium is taken into the body, it is excreted 

×10‒8 mSv/becquerel, and the biological 
×10‒5 mV/becquerel, which is less than 1/300 that of cesium-137.

To reduce the damage of reputation, data are currently disclosed by a monitoring system that includes a third-party 
organization and a comprehensive marine monitoring viewing system to serve as a means of publishing the values. In this 
paper, we present a wide range of ideas and current conditions regarding the dumping of tritium water into the ocean, 
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緒言
　2011年 3月11日午後 2時46分，福島第一原子力
発電所の原子炉建屋を巨大津波が襲い，地震発生
の約24時間後に水素爆発が起こった．このため，
原子炉格納容器内の放射性物質が福島県をはじめ
とする東日本の広い地域に大量に放出された．こ
のため，放射性物質による放射線の影響を受け
て，この地域の住民の多くは避難を余儀なくさ
れた1-6）．
　
　そして福島第一原子力発電所の事故から12年が
経過した現在でも原子力発電所の構内では「廃炉
作業」が継続して行われている7）．その最大の難
関となっているのは，溶け落ちた核燃料の取り出
しであるが，実はもうひとつ「放射性廃棄物」を
どう処分するのかという困難な問題がある．国は
廃炉を最長40年で終えるとしている8）．しかし廃
棄物はおおよそ760万トンと試算され，その処分
の仕方によっては廃炉を終えて敷地を再利用でき
るまでに100年から300年の期間が必要という試算
もある．

　また廃炉作業の一環として汚染水の処理がある．
現在，汚染水は福島第一原子力発電所の敷地内に
タンク（約1,000基）に貯められており，その中
で純トリチウム水は換算で15ｇであり，このトリ
チウムは水と一体になっているため取り除くこと
が困難とされている．トリチウム以外の放射性物
質は世界共通の安全性確保の考えに基づき，設定
されている規制基準を満たすまで除去している．
　2023年 8月24日13時よりトリチウム以外の放射
性物質を国際基準以下に浄化した処理水の放出が
始まった9）．図 1

　これまでに統合的なトリチウムに関する総説・
記録などが報告されているが，専門的な情報であ
り，さらに日本語翻訳されたものが少ないため，
広く一般市民のもとに正確な情報が届いていない
現状がある．本論文執筆にあたり，誤った情報に
惑わされる人が出ることがないよう，また誤った
情報が広まらないように科学的根拠に基づきその
解説を執筆した．

Keywords: Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident, Treated water, Tritium, Ocean dumping, Advanced liquid 
processing system （ALPS）

図1　2023年8月24日処理水放出に関する新聞記事9）
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汚染水が増え続ける理由
　震災後12年余りが経過をしているが，現在もな
お放射性物質が混じる水（汚染水）が増え続けて

いる．図 2
　その理由について以下に示す．

図3　汚染水が増え続ける理由

図2　福島第一原子力発電所内のタンク
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　燃料デブリを冷やすための注水で燃料デブリに
その水が触れるため建屋内滞留水として汚染水が
発生する．さらに雨水が原子炉建屋内に入り込み
汚染水となる．また地下水も同様に原子炉建屋内
に入り込み汚染水となる．
　これら放射性物質が混じった水は建屋内滞留水
すべてが汚染水となる．この水を浄化処理するた
め，多核種除去装置（Advanced Liquid Processing 
System: ALPS）を使用し，放射性物質を国際基準
以下に除去する処理を行っている．図 3

多核種除去装置（Advanced Liquid Processing 
System: ALPS）を使用した汚染水の浄化
　2021年 4月，国より ALPS処理水の海洋放出の
基本方針が示された．2022年 7月に原子力規制委
員会の実施計画変更認可を受けて放出が行われて

いる．ALPS処理水の希釈放出設備として「測
定・確認用設備」「移送設備」「希釈設備」「放水
設備」が2022年8月より作られた．ALPSにより
トリチウム以外の放射性物質を国の基準以下に除
去された ALPS処理水としてタンクエリアで保管
している．図 4
　現在，タンクに保管されている水の約70%は
トリチウム以外の放射性物質を国の規制基準を満
たすまで取り除けていない「処理途上水」として，
さらに再浄化処理を繰り返している．
　海洋放出にあたっては，トリチウム以外の放射
性物質の濃度が国の基準を満たしていることを東
京電力，東京電力が委託する外部機関および国の
第三者機関が測定しながら，取り除けるものは徹
底的に取り除き，大幅に希釈してから海洋放出し
ている10，11）．

ALPS処理水の処分に関する基本方針の実行と今後の取組について（令和 5年 8月22日）

 廃炉を着実に進め，福島の復興を実現するために，ALPS処理水の処分は決して先送りできない課
題． 

 令和 3年 4月， 2年程度後を目途に海洋放出を行う方針を決定以降，安全確保，風評対策・なり
わい継続に係る各取組を実施． 

 令和 5年 7月に公表された IAEAの包括報告書では，ALPS処理水の海洋放出に対する取組や東京
電力，原子力規制委員会及び日本政府による関係の活動が，関連する国際安全基準に合致してい
ること，人及び環境に与える放射線の影響は無視できるほどとなることが結論付けられており，
IAEAは放出中，後についても安全性確保にコミットする． 

図4　多核種除去装置の外観
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　海洋放出には，国際原子力機関（IAEA）や国
連などの国際機関の監視や支持がある．IAEAは，
ALPS処理水の海洋放出は「国際的な安全基準に
合致」し，「人及び環境に対する放射線影響は無
視できるほどである」と報告している．また，政
府や東京電力は，海洋放出に伴う風評被害やなり
わい継続の不安に対する対策を実施している12，13）．

汚染水と処理水について
　ではここで，汚染水と処理水の違いについて考

える．
　汚染水と処理水の違いは，放射性物質の濃度や
種類にある．汚染水は，原子炉内で溶けた燃料デ
ブリを冷却するために使われた水や，それが混
ざった地下水や雨水で，燃料由来の有害な放射性
物質が多く含まれている．これに対して処理水は，
汚染水から複数の設備で放射性物質を除去した水
で，トリチウム以外の放射性物質濃度を国際基準
以下にした水である14）．図 5

 現時点で準備できる万全の安全確保，風評対策・なりわい継続支援策を講じており，ALPS処理
水の処分に伴う風評影響やなりわい継続に対する不安に対処するべく，今後これらの対応に政府
として ALPS処理水の処分が完了するまで全責任を持って取り組む．このため，漁業者とのフォ
ローアップ体制を構築する． 
 東京電力に対しては，原子力規制委員会が認可した実施計画に基づき，速やかに海洋放出開始に
向けた準備を進めるように求める．海洋放出開始は，気象・海象条件に支障がなければ， 8月24
日に放水．

［参考］ ALPS処理水
ALPS（多核種除去設備（Advanced Liquid Processing System））等により，トリチウム以外の
放射性物質について安全に関する規制基準値を確実に下回るまで浄化した水である．さら
に ALPS処理水は，その後十分に希釈され，トリチウムを含む全ての放射性物質について安
全に関する規制基準値を大幅に下回るレベルにした上で，海洋放出される．

図5　汚染水とALPS処理水について



60 新井　正一

ALPSで取り除くことができないトリチウムとは
　トリチウム（三重水素）は我々の身の回りにも
たくさん存在する元素である．この原子模型につ
いて示す．図 6
　水素原子は陽子が 1つその周りに電子が 1つあ
る．重水素（デューテリウム）原子は原子核の中
に陽子 1つと中性子 1つが存在する．三重水素
（トリチウム）原子は核の中に陽子 1つと中性子

2つ存在している．水素（ 1 H），重水素（ 2 H）
の原子核は安定しているが，トリチウム（ 3 H）
の原子核は不安定でベータ線を放出して安定な状
態になろうとする．

　この水素原子，トリチウム原子が通常の水素原
子と同じで水と一体で存在している．図 7
　H2O（水）のうち 1個の H原子が 3 Hに置き換
わるため，H2O（水）と HTO（トリチウム水）の
分離は現在の科学では難しいとされている．
　自然界には約100~130×1016 ベクレルものトリ
チウムが存在する．大気中の窒素や酸素が宇宙か
ら降り注ぐ放射線と反応することにより，世界中
で年間約7×1016 ベクレルほど常に作られている．
日本における降水中のトリチウム量を試算すると，

年間約223×1012 ベクレルとなる．日本全国の平
均でおよそ水 1リットルあたり 1ベクレルが含ま
れている．トリチウムは体内に大体数十ベクレル
存在しているが，それによる内部被ばくはカリウ
ム40（0.17ミリシーベルト /年）など他の放射性
物質と比べて桁違いに低く，トリチウムの場合，
年間で 1×10‒5ミリシーベルト /年である15）．図 8
　

トリチウムからの外部被ばく，内部被ばく
　外部被ばくへの考慮
　ベータ線放出をしているが，エネルギーが低い
ため皮膚を通過できない．このため外部被ばくは
考えられない．

　内部被ばくへの考慮
　トリチウムは水と一体なので，体内に入っても
蓄積されず水と一緒に排出される．
　放射線の健康への影響はある・なしではなく，
量が問題であり，現在排出されているトリチウム
量は自然界から受ける放射線量の1/105 程度で人
体への影響は考えられない．

図6　水素原子，重水素原子，トリチウム原子との違い

図7　水とトリチウム水の違い
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トリチウムの生物濃縮
　環境中の特定の物質が生体内に濃縮・蓄積され
ることを生物濃縮という．食物連鎖を経て，濃縮
率が数十万倍以上に達する場合もある．海の生物
の場合，プランクトンを小さな魚が食べ，その魚
をさらに大きな魚が食べるという食物連鎖を経て，
ある物質がより大きな魚にたまっていくという現
象を指す．図 9

　しかしトリチウムの場合，環境中で水の一部と
して存在しているため生物の体の中に取り込まれ
ても，体内で循環し，尿や便などと一緒に体の外
に排出される．つまり，人や魚介類などの生物に
取り込まれても，速やかに排出されるため，生物
の中に蓄積・濃縮していくことはない16）．

～

図8　身近に存在するトリチウム

～

図9　一般的な食物連鎖による生物濃縮
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生体への取り込みならびに排泄
　前述のようにトリチウムの被ばく形態は低エネ
ルギーベータ線核種のため，外部被ばくはほとん
ど考えられず，低線量，低線量率による内部被ば
くが想定される．生体内に取り込まれたトリチウ
ム，特にトリチウム水として存在し，全身に均一
に分布されるためその影響は小さいと考えられて
いる17）．図10

　ヒトにおけるトリチウムの代謝メカニズムにつ
いては ICRPや UNSCEAR REPORTで詳しく示さ
れている18,19）．以下に概略を示す．

　トリチウム水を体内に取り込む主な経路は以下
の 3つである．
　①　 空気中に含まれるトリチウム水を鼻・口か

ら吸入
　②　 皮膚，傷口からの吸収
　③　 食べ物・飲み物に含まれるトリチウム水の

摂取
　体内に取り込まれたトリチウム水は体液循環経
路に入り，最後に尿（55%），呼気（12％），糞便
（ 4 %）などで体外に排出される．トリチウムの
物理的半減期は12.3年であるが，生体内に取り込
まれた場合，生体内のトリチウムのほとんどが水

分子として存在（94-95%）するため比較的早く
体外に排出される．このため生物学的半減期は10
日程度とされている20）．
　しかし 5-6％は生体内のタンパク質，糖，脂肪
などの有機化合物の水素原子と置き換わり生体の
構成分子として存在し，この場合，生物的半減期
も短期成分で40日間，長期成分では 350日となっ
ている．このような有機化合物中のトリチウムを
「有機結合型トリチウム（Organically Bound 
Tritium: OBT）」という．

トリチウムの預託実効線量係数
　代表的な放射性物質（セシウム134，セシウム
137，ヨウ素131）とトリチウム水を経口摂取した
ときの預託実効線量係数を表 1に示す．トリチウ
ム水による内部被ばくの健康影響については，成
人が経口摂取により取り込まれたトリチウムの預
託実効線量係数 1.8×10‒8 ミリシーベルト /ベクレ
ル，影響が大きい OBTで 4.2×10‒8 ミリシーベル
ト /ベクレルである．セシウム137が　1.3×10‒5 

ミリシーベルト /ベクレルでありトリチウムの
300倍以上の値となる21）．このことからもトリチ
ウムによる健康影響は他の放射性物質よりもはる
かに小さい．

図10　ヒトにおけるトリチウムの代謝メカニズム17‒18）
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トリチウムの濃度管理
国際基準との比較
　トリチウムの海洋放出については，安全性確保
の考えに基づき，設定されている規制基準のさら
に1/100に希釈し放出している．この濃度は国の

安全基準（60,000ベクレル /ℓ）の1/40以下，
WHO（世界保健機関）で定められている飲料水
基準（10,000ベクレル /ℓ）の1/7以下の濃度であ
る．図11

表1　経口摂取時の預託実効線量係数（ミリシーベルト /ベクレル）

図11　トリチウムの濃度管理
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各国の原子力発電所からのトリチウム放出量
　 1年間のトリチウム放出量を東京電力福島第一
原子力発電所からの放出量と比較すると，フラン
ス　ラ・アーグ再処理施設では 1京ベクレル /年
間で518倍，韓国では古里原子力発電所と月城原
子力発電所を合わせて120兆ベクレル /年間で福
島第一原子力発電所の 5倍以上の放出量となって
いる．同じく中国では4か所の原子力発電所より
約447兆ベクレル /年間のトリチウムが放出され，
福島第一原子力発電所の20倍以上が放出されてい
る試算となっている．図12

福島第一原子力発電所からのトリチウム放出に関
する国際原子力機関（IAEA）の考え
　2021年 4月に発表されたトリチウム放出に関す
る基本方針を受け，日本政府と IAEAは，令和 3
年 7月 8日に ALPS処理水の取扱の安全性に係る
レビューの包括的な枠組みに関する付託事項
（TOR）に署名した．これに基づき，IAEAによ
る一連のレビューが行われてきた．これらのレ
ビューを総括する報告書が IAEAから公表された
ので以下に示す．
　
1  ．IAEA 包 括 報 告 書 の 要 旨（Executive 

Summary）については，以下の結論が述べられ

ている．
　1 ）包括的な評価に基づき，IAEAは，ALPS処
理水の海洋放出へのアプローチ，並びに東電，
原子力規制委員会及び日本政府による関係す
る活動は関連する国際的な安全基準に整合的
であると結論付けている．

　2 ）包括的な評価に基づき，IAEAは，東電が
現在計画している ALPS処理水の海洋放出が
人及び環境に与える放射線の影響は無視でき
るものと結論付けている．

2  ．IAEAは，同要旨の中で，放出前，放出中及
び放出後も ALPS処理水の放出に関し日本に関
与することにコミットし，追加的レビュー及び
モニタリングが継続予定であることは，国際社
会に追加的な透明性及び安心を提供するもので
あると述べている．

3  ．日本政府は，同報告書の内容を詳細に確認し
た上で，透明性をもって国内外に情報発信する．
また，今後とも，IAEAに対する必要な情報共
有を継続するとともに，ALPS処理水の海洋放
出について，国際社会の一層の理解を醸成して
いくことに努める．

図12　各国の原子力発電所からのトリチウム放出量
経済産業省資料11）を基に作成
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考察
トリチウムによる生物への影響
　放射線に被ばくした場合，同じ線量であっても
放射線の種類，エネルギー等によって生物への影
響は異なる．これを生物学的効果比（relative 

）という．
　トリチウムから放出されるベータ線の平均エネ
ルギーは 5.7keV，初期 LETは 3.5keV/μｍ水と推
定され，全飛程に沿った平均飛程は 560nm，最
大 6μmとされている17）．

　上記のように，トリチウムは低エネルギー放出
核種のため皮膚を通過できず外部被ばくは考えら
れない．生物濃縮は環境中の水の一部として存在
をしており，生体内に取り込まれても，そのほと
んどが速やかに排出されるため，生体内での蓄積
や濃縮はないとされている．また水の一部として
存在するため，全身に均一分布され，その影響も
少ないと考えられている．
　トリチウムの代謝メカニズムも鼻，口，皮膚，
傷口，食べ物，飲み物から吸入，摂取され，尿，
呼気，糞便で７０％が体外に排出される．水分子
として存在（94-95％）は生物学的半減期も10日
程度で，短期間で体外に排出される．しかし残り
5-6％のトリチウムはタンパク質，糖，脂肪など
に置き換わり，生物学的半減期も短期成分で40日
間，長期成分で350日となっている．
　預託実効線量係数は，セシウム137が 1.3×10‒5 

ミリシーベルト /ベクレルに対してトリチウムは
OBTで 4.2×10‒8 ミリシーベルト /ベクレルと
1/300倍以下でほかの放射性物質より生物学的影
響はかなり小さい．
　これらよりトリチウム（水）による生物への影
響は他の放射性物質と比較しても，小さいことが
裏付けられる．　

　福島第一原発に関する調査を行ってきた専門家
の論文がアメリカの科学誌「サイエンス」に掲載
された22）．処理水の放出による人体と環境への影
響は「無視できる程度であると予想される」とさ
れている．論文を執筆したのはイギリス・ポーツ
マス大学教授のジム・スミス氏などで，「世界中
の原子力施設でトリチウムを含む排水を海洋放出

するのが一般的な慣行である」としている．フラ
ンスのラ・アーグにある原子力施設では，年間最
大1万 Tベクレルのトリチウム水を放出している
一方，福島第一原発から放出される処理水に含ま
れるのは年間22Tベクレルにとどまることから，
処理水放出による人体と環境への影響は「無視で
きる程度であると予想される」とされている．
　また処理水放出は世界中の原子力施設からの定
期的な放出と変わりはなく，「計画通りに実行さ
れれば，太平洋の生物や福島の水産物の消費に対
して脅威とならないことを明らかにしている」と
結論づけられる．
　チョルノービリ原発の事故と，福島第一原発の
事故の環境への影響を研究しているポーツマス大
学のジム・スミス教授は，「今回放出される予定
の処理水のトリチウム濃度は，中国の原発から放
出される水の半分以下の数値であり，人体への大
きな影響はない」として，放出についても，科学
的見地から問題はない23）．
　また，「放射線の影響について研究している
人々の中で，今回の処理水の放出に反対している
人はいない」とした上で，中国における日本産の
食品への規制強化について，「科学的理由は何も
なく，経済的影響は，健康への直接的な影響より
もはるかに深刻で，規制の強化は漁業関係者の生
活を損なう」としている．
　さらに，処理水の放出計画の信頼性については
「IAEA（＝国際原子力機関）が独立した研究所に
サンプルを送り，問題がないことを確認している
ため，隠蔽するのは非常に難しい」としている．
同じく IAEA（＝国際原子力機関）も22日，「放
出は国際安全基準に合致していて，環境などへの
影響は無視できるものだと結論付けている」とす
る声明を発表している．

増え続ける汚染水と処理水
　福島第一原子力発電所の事故後12年余りが経過
しているが，現在，敷地内には約1,000基におよ
ぶタンクに汚染水と処理水が貯められている．汚
染水とは放射性物質が混じっている水で，燃料デ
ブリを冷やすために注水した水，地下水，雨水で，
原子炉建屋内を経由するため放射性物質が混じっ
た水となる．トリチウム以外の放射性物質を
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ALPSで濾過し，国の基準以下にする．これを処
理水と呼ぶ．基本的にトリチウム水は水と一体で
存在するため，現在の科学的操作では分離は不可
能とされている．しかし現在，モジュラー型トリ
チウム分離装置（MDS®）実証実験が行われてい
る24）．低濃度地リチウム水でも十分な除去が行え
ることが実証実験で示されている．供給水 8×
105ｍ3，1.25×106 ベクレル /ℓのトリチウム水を
MDS® によって濃縮されたトリチウムガスにされ，
これを保存することになる．出口側の洗浄された
水は4.4ベクレル /㎖（元のトリチウムの0.5％）と
して排出される．今後さらにこういった技術開発
が進みさらに発展することを期待したい．

排出されるトリチウム濃度と国際基準
　放射性物質が混入している液体を排液として排
出する場合，基本的には，核種ごとに国が定める
安全基準の値よりも低くして排水をする．トリチ
ウムの場合60,000ベクレル /ℓ以下である．この
濃度の水を70年間毎日 2ℓ飲み続けた場合，体内
の被ばく線量率が 1年あたり 1ミリシーベルトに
なる値から算出されている．またWHOが定める
飲料水の基準は10,000ベクレル /ℓ以下である．
福島第一原子力発電所での ALPS処理水は1,500
ベクレル /ℓ未満で，国の基準の1/40以下，WHO
の 1/7 以下の値に設定されている．これらは国際
基準にも合致しており，環境中，生態系に全く問

題のない値で，国際原子力機関（IAEA）から公
表された報告書からも示されている．
　また近隣諸国から排出されているトリチウム水
で比較をすると， 4基の原子力発電所がある中国
では 1基あたりで102~143兆ベクレルが排出され
ている．福島の4.1~6.5倍，合算すれば20倍を超
える排出量となる．韓国の場合， 2基の原子力発
電所があり， 1基あたり49~71兆ベクレルで福島
の2.2~3.2倍，合算すると120兆ベクレル， 5倍以
上の排出量となる．
　ただ政府は，今後も IAEAに対する必要な情報
共有をしながら，透明性をもって国内外に情報発
信し，国際社会の一層の理解を醸成していくこと
が重要である．これら情報発信を行うために開発
された包括的海域モニタリング閲覧システムにつ
いて説明をする．

包括的海域モニタリング閲覧システム
　海水や魚類などの放射性物質の濃度を監視する
海域モニタリングについて関係省庁，自治体など
が独自に公表しているデータを包括的に収集し，
閲覧できるWebサイトが開設されている．図13
図中の中央の青い□が ALPS処理水を放水してい
る地点である．
　図13中のマークをクリックすると，海水の採取
日，セシウム134，セシウム137，トリチウムの濃
度（ベクレル /ℓ）が表示される．

図13　包括的海域モニタリング閲覧システム
中央の青い□が処理水の放水地点

https://www.monitororbs.jp/
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　2023年 3月より，福島県，原子力規制員会，環
境省，東京電力が採取した海水中のセシウム134，
セシウム137，トリチウムのモニタリング結果を
公表している．さらに今後は海水中の他の核種，
魚類，海藻類のモニタリング結果などのデータも
公表する予定とされている．図14

結語
　トリチウムは自然界には 100~130×1016 ベクレ
ル存在し，年間約 7×1016 ベクレルが新たに生成
されている．生物内の蓄積や濃縮もなく，体内に
取り込まれても速やかに排泄される．世界中の原
子力発電所でも生成，海洋放出されている．福島
第一原子力発電所から放出されるトリチウムは22
兆ベクレルに対して中国 4か所の原子力発電所か
ら排出されている量は447兆ベクレルで福島第一
原子力発電所の20倍以上となる．また韓国 2箇所
の発電所から排出されている量は120兆ベクレル
で同じく 5倍以上の試算となる．また福島の排出
される濃度については国の安全基準60,000ベクレ
ル /ℓの1/40以下，WHO（世界保健機関）の飲料
水基準10,000ベクレル /ℓの 1/7 となっている．
預託実効線量係数もトリチウムは 1.8×10‒8 ミリ
シーベルト /ベクレルに対してセシウム137は 1.3
×10‒5 ミリシーベルト /ベクレルで，健康への影

響もほかの放射性物質とは比較にならないくらい
小さい値である．
　また，第三者機関を入れたモニタリングシステ
ムならびにその値の公表は必要であり，現在，包
括的海域モニタリング閲覧システムによるデータ
の開示が行われ，その公明性も保たれている．

利益相反
　関連する利益相反はありません．

付記
　本研究は個人情報の取り扱いはなく，人を対象
とする生命科学・医学研究に関する倫理指針の適
応外であるため倫理審査は行っていない．
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